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(57)【要約】
　本発明は、電力指示方法、ネットワークデバイス、端
末デバイス及びコンピュータ記憶媒体を提供し、前記方
法は、下りデータスケジュール情報において、下りデー
タチャネルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバ
イスに指示することを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークデバイスに応用される電力指示方法であって、
　下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を端末デバイスに指示することを含む
　ことを特徴とする電力指示方法。
【請求項２】
　前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割
り当て情報を端末デバイスに指示する前に、前記方法は、さらに、
　無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、下りデータチャネルの第１の電力割り
当て情報を前記端末デバイスに指示することを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の電力指示方法。
【請求項３】
　前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割
り当て情報を端末デバイスに指示することは、
　下りデータスケジュール情報において、現在スケジューリングデータ伝送のみのための
下りデータチャネルに対して端末デバイスが第２の電力割り当て情報を使用するように指
示し、さらに、現在スケジューリングされる下りデータを維持し、下りデータチャネルで
第１の電力割り当て情報を使用して他の下りデータの伝送を行うことを含む
　ことを特徴とする請求項２に記載の電力指示方法。
【請求項４】
　前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割
り当て情報を端末デバイスに指示することは、
　下りデータスケジュール情報において、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力
割り当て情報を端末デバイスに指示することと、
　新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記端末デバイスが前記第２の電力割り当て
情報に対応する電力を保存して利用して全ての下りデータを受信するように指示すること
とを含む
　ことを特徴とする請求項２に記載の電力指示方法。
【請求項５】
　前記方法は、さらに、
　ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、前記端末デバイスに新しい電力割り当て
情報を送信することを含む
　ことを特徴とする請求項４に記載の電力指示方法。
【請求項６】
　端末デバイスに応用される電力指示方法であって、
　ネットワーク側からの下りデータスケジュール情報を受信することと、
前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当て
情報を取得することとを含む
　ことを特徴とする電力指示方法。
【請求項７】
　前記方法は、さらに、
　無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、ネットワーク側により指示された下り
データチャネルの第１の電力割り当て情報を受信することを含む
　ことを特徴とする請求項６に記載の電力指示方法。
【請求項８】
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得することは、
　下りデータスケジュール情報から、現在スケジューリングデータ伝送のみのための下り
データチャネルの第２の電力割り当て情報を取得して、第２の電力割り当て情報に示す電
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力で現在スケジューリングデータ伝送の下りデータチャネルを受信することと、
　現在スケジューリングされる下りデータを維持し、他の下りデータに対して前記第１の
電力割り当て情報に示す電力で受信することとを含む
　ことを特徴とする請求項７に記載の電力指示方法。
【請求項９】
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得することは、
　下りデータスケジュール情報から、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力割り
当て情報を取得することと、
　新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記第２の電力割り当て情報に対応する電力
で全ての下りデータを受信することとを含む
　ことを特徴とする請求項７に記載の電力指示方法。
【請求項１０】
　前記方法は、さらに、
　ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、ネットワーク側からの新しい電力割り当
て情報を受信することを含む
　ことを特徴とする請求項９に記載の電力指示方法。
【請求項１１】
　下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を端末デバイスに指示するように構成される第１の処理ユニットを含む
　ことを特徴とするネットワークデバイス。
【請求項１２】
　前記ネットワークデバイスは、さらに、第１の通信ユニットを含み、
　前記第１の通信ユニットは、下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネ
ルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示する前に、無線リソース制御Ｒ
ＲＣシグナリングを介して、下りデータチャネルの第１の電力割り当て情報を前記端末デ
バイスに指示するように構成される
　ことを特徴とする請求項１１に記載のネットワークデバイス。
【請求項１３】
　前記第１の処理ユニットは、下りデータスケジュール情報において、現在スケジューリ
ングデータ伝送のみのための下りデータチャネルに対して端末デバイスが第２の電力割り
当て情報を使用するように指示し、さらに、現在スケジューリングされる下りデータを維
持し、下りデータチャネルで第１の電力割り当て情報を使用して他の下りデータの伝送を
行うように構成される
　ことを特徴とする請求項１２に記載のネットワークデバイス。
【請求項１４】
　前記第１の処理ユニットは、下りデータスケジュール情報において、全ての下りデータ
チャネルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示し、新しい電力割り当て
情報を受信するまで、前記端末デバイスが前記第２の電力割り当て情報に対応する電力を
保存して利用して全ての下りデータを受信するように指示するように構成される
　ことを特徴とする請求項１２に記載のネットワークデバイス。
【請求項１５】
　前記第１の通信ユニットは、ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、前記端末デ
バイスに新しい電力割り当て情報を送信するように構成される
　ことを特徴とする請求項１４に記載のネットワークデバイス。
【請求項１６】
　ネットワーク側からの下りデータスケジュール情報を受信するように構成される第２の
通信ユニットと、
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得するように構成される第２の処理ユニットとを含む
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　ことを特徴とする端末デバイス。
【請求項１７】
　前記第２の通信ユニットは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、ネットワ
ーク側により指示された下りデータチャネルの第１の電力割り当て情報を受信するように
構成される
　ことを特徴とする請求項１６に記載の端末デバイス。
【請求項１８】
　前記第２の処理ユニットは、下りデータスケジュール情報から、現在スケジューリング
データ伝送のみのための下りデータチャネルの第２の電力割り当て情報を取得して、第２
の電力割り当て情報に示す電力で現在スケジューリングデータ伝送の下りデータチャネル
を受信し、
　現在スケジューリングされる下りデータを維持し、他の下りデータに対して前記第１の
電力割り当て情報に示す電力で受信するように構成される
　ことを特徴とする請求項１７に記載の端末デバイス。
【請求項１９】
　前記第２の処理ユニットは、下りデータスケジュール情報から、全ての下りデータチャ
ネルに対する第２の電力割り当て情報を取得し、
　新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記第２の電力割り当て情報に対応する電力
で全ての下りデータを受信するように構成される
　ことを特徴とする請求項１７に記載の端末デバイス。
【請求項２０】
　前記第２の通信ユニットは、ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、ネットワー
ク側からの新しい電力割り当て情報を受信するように構成される
　ことを特徴とする請求項１９に記載の端末デバイス。
【請求項２１】
　プロセッサと、前記プロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記憶するメモリ
と、を備えるネットワークデバイスであって、
　前記プロセッサは、前記コンピュータプログラムを実行することによって、請求項１～
５のいずれか１項に記載の方法のステップを実行するように構成されている
　ことを特徴とするネットワークデバイス。
【請求項２２】
　プロセッサと、前記プロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記憶するメモリ
とを備える端末デバイスであって、
　前記プロセッサは、前記コンピュータプログラムを実行することによって、請求項６～
１０のいずれか１項に記載の方法のステップを実行するように構成されている
　ことを特徴とする端末デバイス。
【請求項２３】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法ステップを実行するコンピュータ実行可能
命令を記憶する
　ことを特徴とするコンピュータ記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報伝送技術分野に関し、特に、電力指示方法、ネットワークデバイス、端
末デバイス及びコンピュータ記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、３ＧＰＰ国際標準団体は、人々が速度、遅延、高速移動性、エネルギー効率に対
する追求、及び将来の生活におけるサービスの多様性、複雑性に伴い、５Ｇを開発してい
る。５ＧにおいてＬＴＥ－ＮＲ ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇをサポートするために、異な
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るＲＡＴ間のｂａｎｄの組み合わせによってＬＴＥ－ＮＲ ＤＣデータ伝送をサポートし
、システムスループットを向上させる。１つの端末で異なる周波数帯域の２以上のキャリ
アで同時に動作させると、これらのキャリアの上り信号があるキャリアの下り受信信号に
干渉を与える可能性があり、さらに復調性能が劣化するという問題が生じる。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、電力指示方法
、ネットワークデバイス、端末デバイス及びコンピュータ記憶媒体を提供する。
【０００４】
　本発明の実施例は、電力指示方法を提供し、ネットワークデバイスに応用され、
　下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を端末デバイスに指示することを含む。
【０００５】
　上記の技術案において、前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネ
ルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示する前に、前記方法は、さらに
、
　無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、下りデータチャネルの第１の電力割り
当て情報を前記端末デバイスに指示することを含む。
【０００６】
　上記の技術案において、前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネ
ルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示することは、
　下りデータスケジュール情報において、現在スケジューリングデータ伝送のみのための
下りデータチャネルに対して端末デバイスが第２の電力割り当て情報を使用するように指
示し、さらに、現在スケジューリングされる下りデータを維持し、下りデータチャネルで
第１の電力割り当て情報を使用して他の下りデータの伝送を行うこととを含む。
【０００７】
　上記の技術案において、前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネ
ルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示することは、
　下りデータスケジュール情報において、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力
割り当て情報を端末デバイスに指示することと、
　新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記端末デバイスが前記第２の電力割り当て
情報に対応する電力を保存して利用して全ての下りデータを受信するように指示すること
とを含む。
【０００８】
　上記の技術案において、前記方法は、さらに、
　ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、前記端末デバイスに新しい電力割り当て
情報を送信することを含む。
【０００９】
　本発明の実施例は、電力指示方法を提供し、端末デバイスに応用され、
　ネットワーク側からの下りデータスケジュール情報を受信することと、
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得することとを含む。
【００１０】
　上記の技術案において、前記方法は、さらに、
　無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、ネットワーク側により指示された下り
データチャネルの第１の電力割り当て情報を受信することを含む。
【００１１】
　上記の技術案において、前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに
対する第２の電力割り当て情報を取得することは、
　下りデータスケジュール情報から、現在スケジューリングデータ伝送のみのための下り
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データチャネルの第２の電力割り当て情報を取得して、第２の電力割り当て情報に示す電
力で現在スケジューリングデータ伝送の下りデータチャネルを受信することと、
　現在スケジューリングされる下りデータを維持し、他の下りデータに対して前記第１の
電力割り当て情報に示す電力で受信することとを含む。
【００１２】
　上記の技術案において、前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに
対する第２の電力割り当て情報を取得することは、
　下りデータスケジュール情報から、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力割り
当て情報を取得することと、
　新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記第２の電力割り当て情報に対応する電力
で全ての下りデータを受信することとを含む。
【００１３】
　上記の技術案において、前記方法は、さらに、
　ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、ネットワーク側からの新しい電力割り当
て情報を受信することを含む。
【００１４】
　本発明の実施例は、ネットワークデバイスを提供し、
　下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を端末デバイスに指示するように構成される第１の処理ユニットを含む。
【００１５】
　上記の技術案において、前記ネットワークデバイスは、さらに、
　第１の通信ユニットは、下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに
対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示する前に、無線リソース制御ＲＲＣ
シグナリングを介して、下りデータチャネルの第１の電力割り当て情報を前記端末デバイ
スに指示するように構成される。
【００１６】
　上記の技術案において、前記第１の処理ユニットは、下りデータスケジュール情報にお
いて、現在スケジューリングデータ伝送のみのための下りデータチャネルに対して端末デ
バイスが第２の電力割り当て情報を使用するように指示し、さらに、現在スケジューリン
グされる下りデータを維持し、下りデータチャネルで第１の電力割り当て情報を使用して
他の下りデータの伝送を行うように構成される。
【００１７】
　上記の技術案において、前記第１の処理ユニットは、下りデータスケジュール情報にお
いて、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示
し、新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記端末デバイスが前記第２の電力割り当
て情報に対応する電力を保存して利用して全ての下りデータを受信するように指示するよ
うに構成される。
【００１８】
　上記の技術案において、前記第１の通信ユニットは、ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセー
ジを介して、前記端末デバイスに新しい電力割り当て情報を送信するように構成される。
【００１９】
　本発明の実施例は、端末デバイスを提供し、
　ネットワーク側からの下りデータスケジュール情報を受信するように構成される第２の
通信ユニットと、
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得するように構成される第２の処理ユニットと、を含む。
【００２０】
　上記の技術案において、前記第２の通信ユニットは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリ
ングを介して、ネットワーク側により指示された下りデータチャネルの第１の電力割り当
て情報を受信するように構成される。
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【００２１】
　上記の技術案において、前記第２の処理ユニットは、下りデータスケジュール情報から
、現在スケジューリングデータ伝送のみのための下りデータチャネルの第２の電力割り当
て情報を取得して、第２の電力割り当て情報に示す電力で現在スケジューリングデータ伝
送の下りデータチャネルを受信し、
　現在スケジューリングされる下りデータを維持し、他の下りデータに対して前記第１の
電力割り当て情報に示す電力で受信するように構成される。
【００２２】
　上記の技術案において、前記第２の処理ユニットは、下りデータスケジュール情報から
、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力割り当て情報を取得し、
　新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記第２の電力割り当て情報に対応する電力
で全ての下りデータを受信するように構成される。
【００２３】
　上記の技術案において、前記第２の通信ユニットは、ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセー
ジを介して、ネットワーク側からの新しい電力割り当て情報を受信するように構成される
。
【００２４】
　本発明の実施例は、プロセッサと、前記プロセッサで実行可能なコンピュータプログラ
ムを記憶するメモリと、を備えるネットワークデバイスを提供し、
　ここで、前記プロセッサは、前記コンピュータプログラムを実行することによって、上
記の方法のステップを実行するように構成されている。
【００２５】
　本発明の実施例は、プロセッサと、前記プロセッサで実行可能なコンピュータプログラ
ムを記憶するメモリと、を備える端末デバイスを提供し、
　ここで、前記プロセッサは、前記コンピュータプログラムを実行することによって、上
記の方法のステップを実行するように構成されている。
【００２６】
　上記の方法ステップを実行するコンピュータ実行可能命令を記憶したコンピュータ記憶
媒体。
【００２７】
　本発明の実施例による技術的解決策は、下りデータスケジューリング情報により端末デ
バイスに現在の下りデータチャネルが使用されるべき電力情報をより柔軟に指示すること
ができ、そして、端末デバイスが少なくとも現在の下りデータチャネルの受信時に受信電
力を一時的に調整でき、このように、下りデータチャネルの電力を動的に変化させること
で、下りデータ受信の自己干渉問題を低減し、下りデータ復調性能をさらに向上させるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施例における電力指示方法のフローチャート一である。
【図２】本発明の実施例における電力指示方法のフローチャート二である。
【図３】本発明の実施例における電力指示方法のフローチャート三である。
【図４】本発明の実施例におけるネットワークデバイスの構成図である。
【図５】本発明の実施例における端末デバイスの構成図である。
【図６】本発明の実施例におけるハードウェアアーキテクチャの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明の実施例の特徴と技術内容をより詳細に理解できるように、以下、添付図面を参
照して本発明の実施例の実装を詳細に説明するが、添付図面は、説明のためのものであり
、本発明の実施例を限定するものではない。
【００３０】
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　実施例一
　本発明の実施例は電力指示方法を提供し、ネットワークデバイスに応用され、
　下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を端末デバイスに指示することを含む。
【００３１】
　なお、通常、下りデータ送信のチャネルの電力は、ＲＲＣシグナリングを介してＵＥに
準静的に構成され、さらに、ＵＥは、データ送信チャネルの電力に基づいて下りデータを
復調する必要がある。
【００３２】
　本実施例は、自己干渉問題によるデータ復調性能の劣化を回避するために、下りデータ
伝送チャネルの電力を動的に変化させることにより、下りデータ復調性能を向上させ、す
なわち、下りデータスケジューリング情報において、下りデータチャネルの電力割り当て
情報を指示する。動的に構成された下りデータ電力割り当て情報には、以下の２つの処理
方式がある。
【００３３】
　方式１として、図１に示すように、以下の処理フローを含む。
【００３４】
　ステップ１０１において、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、下りデータ
チャネルの第１の電力割り当て情報を前記端末デバイスに指示し、
　ステップ１０２において、下りデータスケジュール情報において、現在スケジューリン
グデータ伝送のみのための下りデータチャネルに対して端末デバイスが第２の電力割り当
て情報を使用するように指示し、さらに、現在スケジューリングされる下りデータを維持
し、下りデータチャネルで第１の電力割り当て情報を使用して他の下りデータの伝送を行
う。
【００３５】
　すなわち、下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当
て情報は、現在スケジューリングデータ伝送の下りチャネル電力構成のみに用いられる。
他の下りデータ受信の電力構成は、ＲＲＣシグナリングで構成された下りデータチャネル
の電力割り当て情報に従って依然として計算される。
【００３６】
　方式２として、図２に示すように、以下のステップを含む。
【００３７】
　ステップ２０１において、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、下りデータ
チャネルの第１の電力割り当て情報を前記端末デバイスに指示し、
　ステップ２０２において、下りデータスケジュール情報において、全ての下りデータチ
ャネルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示し、新しい電力割り当て情
報を受信するまで、前記端末デバイスが前記第２の電力割り当て情報に対応する電力を保
存して利用して全ての下りデータを受信するように指示する。
【００３８】
　さらに、前記ステップ２０２において、端末デバイスに新しい電力割り当て情報を送信
する方式は、
　ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、前記端末デバイスに新しい電力割り当て
情報を送信することであってもよい。
【００３９】
　下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情報は、
ＲＲＣシグナリングで構成された下りデータチャネルの電力割り当て情報を上書きし、す
なわち、下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情
報を受信した後は、ＤＣＩ又はＲＲＣにより再構成された新たな下りデータスケジューリ
ング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情報を受信するまで、ずっと有効と
なる。



(9) JP 2021-502012 A 2021.1.21

10

20

30

40

50

【００４０】
　このように、上記の構成を採用することにより、下りデータスケジューリング情報によ
り、現在の下りデータチャネルが使用される電力情報を端末デバイスに柔軟に指示するこ
とができ、そして、端末デバイスは、少なくとも現在の下りデータチャネルの受信時に受
信電力を一時的に調整でき、このように、動的に下りデータチャネルの電力を変更するこ
とにより、下りデータ復調性能を向上させることができる。
【００４１】
　実施例二
　本発明の実施例は、電力指示方法を提供し、端末デバイスに応用され、図３に示すよう
に、ステップ３０１とステップ３０２を含む。
【００４２】
　ステップ３０１において、ネットワーク側からの下りデータスケジュール情報を受信し
、
　ステップ３０２において、前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネル
に対する第２の電力割り当て情報を取得する。
【００４３】
　なお、通常、下りデータ送信のチャネルの電力は、ＲＲＣシグナリングを介してＵＥに
準静的に構成され、さらに、ＵＥは、データ送信チャネルの電力に基づいて下りデータを
復調する必要がある。
【００４４】
　本実施例は、自己干渉問題によるデータ復調性能の劣化を回避するために、下りデータ
伝送チャネルの電力を動的に変化させることにより、下りデータ復調性能を向上させ、す
なわち、下りデータスケジューリング情報において、下りデータチャネルの電力割り当て
情報を指示する。動的に構成された下りデータ電力割り当て情報には、以下の２つの処理
方式がある。
【００４５】
　方式１として、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、ネットワーク側により
指示された下りデータチャネルの第１の電力割り当て情報を受信し、下りデータスケジュ
ール情報から、現在スケジューリングデータ伝送のみのための下りデータチャネルの第２
の電力割り当て情報を取得して、第２の電力割り当て情報に示す電力で現在スケジューリ
ングデータ伝送の下りデータチャネルを受信し、現在スケジューリングされる下りデータ
を維持し、他の下りデータに対して前記第１の電力割り当て情報に示す電力で受信する。
【００４６】
　ここで、第１の電力割り当て情報、および第２の電力割り当て情報は、それぞれ少なく
とも受信電力を示すことができ、また、第１の電力割り当て情報と第２の電力割り当て情
報とは異なる。
【００４７】
　すなわち、下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当
て情報は、現在スケジューリングデータ伝送の下りチャネル電力構成のみに用いられる。
他の下りデータ受信の電力構成は、ＲＲＣシグナリングで構成された下りデータチャネル
の電力割り当て情報に従って依然として計算される。
【００４８】
　方式２として、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、下りデータチャネルの
第１の電力割り当て情報を前記端末デバイスに指示し、下りデータスケジュール情報から
、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力割り当て情報を取得し、新しい電力割り
当て情報を受信するまで、前記第２の電力割り当て情報に対応する電力で全ての下りデー
タを受信する。
【００４９】
　さらに、ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、ネットワーク側からの新しい電
力割り当て情報を受信する。
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【００５０】
　下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情報は、
ＲＲＣシグナリングで構成された下りデータチャネルの電力割り当て情報を上書きし、す
なわち、下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情
報を受信した後は、ＤＣＩ又はＲＲＣにより再構成された新たな下りデータスケジューリ
ング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情報を受信するまで、ずっと有効と
なる。
【００５１】
　このように、上記の構成を採用することにより、下りデータスケジューリング情報によ
り、現在の下りデータチャネルが使用される電力情報を端末デバイスに柔軟に指示するこ
とができ、そして、端末デバイスは、少なくとも現在の下りデータチャネルの受信時に受
信電力を一時的に調整でき、このように、動的に下りデータチャネルの電力を変更するこ
とにより、下りデータ復調性能を向上させることができる。
【００５２】
　実施例三
　本発明の実施例は、ネットワークデバイスを提供し、図４に示すように、第１の処理ユ
ニット４１を含み、
　前記第１の処理ユニット４１は、下りデータスケジュール情報において、下りデータチ
ャネルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示するように構成される。
【００５３】
　なお、通常、下りデータ送信のチャネルの電力は、ＲＲＣシグナリングを介してＵＥに
準静的に構成され、さらに、ＵＥは、データ送信チャネルの電力に基づいて下りデータを
復調する必要がある。
【００５４】
　本実施例は、自己干渉問題によるデータ復調性能の劣化を回避するために、下りデータ
伝送チャネルの電力を動的に変化させることにより、下りデータ復調性能を向上させ、す
なわち、下りデータスケジューリング情報において、下りデータチャネルの電力割り当て
情報を指示する。動的に構成された下りデータ電力割り当て情報には、以下の２つの処理
方式がある。
【００５５】
　方式１として、図４に示すように、前記ネットワークデバイスは、さらに、第１の通信
ユニット４２を含み、
　第１の通信ユニット４２は、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、下りデー
タチャネルの第１の電力割り当て情報を前記端末デバイスに指示するように構成され、
　前記第１の処理ユニット４１は、下りデータスケジュール情報において、現在スケジュ
ーリングデータ伝送のみのための下りデータチャネルに対して端末デバイスが第２の電力
割り当て情報を使用するように指示し、さらに、現在スケジューリングされる下りデータ
を維持し、下りデータチャネルで第１の電力割り当て情報を使用して他の下りデータの伝
送を行うように構成される。
【００５６】
　すなわち、下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当
て情報は、現在スケジューリングデータ伝送の下りチャネル電力構成のみに用いられる。
他の下りデータ受信の電力構成は、ＲＲＣシグナリングで構成された下りデータチャネル
の電力割り当て情報に従って依然として計算される。
【００５７】
　方式２として、第１の通信ユニット４２は、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介
して、下りデータチャネルの第１の電力割り当て情報を前記端末デバイスに指示するよう
に構成され、
　前記第１の処理ユニット４１は、下りデータスケジュール情報において、全ての下りデ
ータチャネルに対する第２の電力割り当て情報を端末デバイスに指示し、新しい電力割り
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当て情報を受信するまで、前記端末デバイスが前記第２の電力割り当て情報に対応する電
力を保存して利用して全ての下りデータを受信するように指示するように構成される。
【００５８】
　さらに、前記第１の通信ユニット４２は、ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して
、前記端末デバイスに新しい電力割り当て情報を送信するように構成される。
【００５９】
　下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情報は、
ＲＲＣシグナリングで構成された下りデータチャネルの電力割り当て情報を上書きし、す
なわち、下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情
報を受信した後は、ＤＣＩ又はＲＲＣにより再構成された新たな下りデータスケジューリ
ング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情報を受信するまで、ずっと有効と
なる。
【００６０】
　このように、上記の構成を採用することにより、下りデータスケジューリング情報によ
り、現在の下りデータチャネルが使用される電力情報を端末デバイスに柔軟に指示するこ
とができ、そして、端末デバイスは、少なくとも現在の下りデータチャネルの受信時に受
信電力を一時的に調整でき、このように、動的に下りデータチャネルの電力を変更するこ
とにより、下りデータ復調性能を向上させることができる。
【００６１】
　実施例四
　本発明の実施例は、端末デバイスを提供し、図５に示すように、第２の通信ユニット５
１及び第２の処理ユニット５２を含み、
　第２の通信ユニット５１は、ネットワーク側からの下りデータスケジュール情報を受信
するように構成され、
　第２の処理ユニット５２は、前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネ
ルに対する第２の電力割り当て情報を取得するように構成される。
【００６２】
　なお、通常、下りデータ送信のチャネルの電力は、ＲＲＣシグナリングを介してＵＥに
準静的に構成され、さらに、ＵＥは、データ送信チャネルの電力に基づいて下りデータを
復調する必要がある。
【００６３】
　本実施例は、自己干渉問題によるデータ復調性能の劣化を回避するために、下りデータ
伝送チャネルの電力を動的に変化させることにより、下りデータ復調性能を向上させ、す
なわち、下りデータスケジューリング情報において、下りデータチャネルの電力割り当て
情報を指示する。動的に構成された下りデータ電力割り当て情報には、以下の２つの処理
方式がある。
【００６４】
　方式１として、前記第２の通信ユニット５１は、無線リソース制御ＲＲＣシグナリング
を介して、ネットワーク側により指示された下りデータチャネルの第１の電力割り当て情
報を受信するように構成され、前記第２の処理ユニット５２は、下りデータスケジュール
情報から、現在スケジューリングデータ伝送のみのための下りデータチャネルの第２の電
力割り当て情報を取得して、第２の電力割り当て情報に示す電力で現在スケジューリング
データ伝送の下りデータチャネルを受信し、現在スケジューリングされる下りデータを維
持し、他の下りデータに対して前記第１の電力割り当て情報に示す電力で受信するように
構成される。
【００６５】
　第１の電力割り当て情報、および第２の電力割り当て情報は、それぞれ少なくとも受信
電力を示すことができ、また、第１の電力割り当て情報と第２の電力割り当て情報とは異
なる。
【００６６】
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　すなわち、下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当
て情報は、現在スケジューリングデータ伝送の下りチャネル電力構成のみに用いられる。
他の下りデータ受信の電力構成は、ＲＲＣシグナリングで構成された下りデータチャネル
の電力割り当て情報に従って依然として計算される。
【００６７】
　方式２として、前記第２の通信ユニット５１は、無線リソース制御ＲＲＣシグナリング
を介して、下りデータチャネルの第１の電力割り当て情報を前記端末デバイスに指示する
ように構成され、前記第２の処理ユニット５２は、下りデータスケジュール情報から、全
ての下りデータチャネルに対する第２の電力割り当て情報を取得し、新しい電力割り当て
情報を受信するまで、前記第２の電力割り当て情報に対応する電力で全ての下りデータを
受信するように構成される。
【００６８】
　さらに、ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、ネットワーク側からの新しい電
力割り当て情報を受信する。
【００６９】
　下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情報は、
ＲＲＣシグナリングで構成された下りデータチャネルの電力割り当て情報を上書きし、す
なわち、下りデータスケジューリング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情
報を受信した後は、ＤＣＩ又はＲＲＣにより再構成された新たな下りデータスケジューリ
ング情報における下りデータチャネルの電力割り当て情報を受信するまで、ずっと有効と
なる。
【００７０】
　このように、上記の構成を採用することにより、下りデータスケジューリング情報によ
り、現在の下りデータチャネルが使用される電力情報を端末デバイスに柔軟に指示するこ
とができ、そして、端末デバイスは、少なくとも現在の下りデータチャネルの受信時に受
信電力を一時的に調整でき、このように、動的に下りデータチャネルの電力を変更するこ
とにより、下りデータ復調性能を向上させることができる。
【００７１】
　本発明の実施例は、端末デバイスのハードウェア構成アーキテクチャをさらに提供し、
図６に示すように、少なくとも１つのプロセッサ６１と、メモリ６２と、少なくとも１つ
のネットワークインタフェース６３とを含む。各構成要素は、バスシステム６４によって
互いに結合される。バスシステム３４は、これらの構成要素間の接続通信を可能にするた
めに使用されることが理解される。バスシステム６４は、データバスの他に、電源バス、
制御バスおよびステータス信号バスを含む。説明を分かりやすくするために、図６では、
各種のバスをバスシステム６４と表記している。
【００７２】
　なお、本発明の実施例におけるメモリ６２は、揮発性メモリであっても不揮発性メモリ
であってもよく、揮発性メモリと不揮発性メモリの両方を含んでもよいことは言うまでも
ない。
【００７３】
　いくつかの対応方式において、メモリ６２は、オペレーティングシステム６２１および
アプリケーションプログラム６２２として、実行可能モジュールもしくはデータ構造、ま
たはそれらのサブセット、またはそれらの拡張セットを記憶する。
【００７４】
　ここで、前記プロセッサ６１は、実施例１又は２で記載された方法ステップの全てを実
行できるように構成され、ここでその説明が省略される。
【００７５】
　本発明の実施例は、実行されると、前述の実施例１又は２の方法ステップを実施するコ
ンピュータ実行可能命令を記憶したコンピュータ記憶媒体を提供する。
【００７６】
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　本発明の実施例に係る装置は、ソフトウェア機能モジュールの形態で実現され、独立し
た製品として販売または使用される場合、１つのコンピュータ読み取り可能な記録媒体に
記憶されてもよい。このような理解に基づいて、本発明の実施形態の技術的解決策の本質
または従来技術に寄与する部分は、本発明の様々な実施形態による方法の全てまたは一部
を１つのコンピュータデバイス(パーソナルコンピュータ、サーバ、またはネットワーク
デバイスなどであり得る)に実行させるための複数の命令を含む１つの記憶媒体に記憶さ
れたソフトウェア製品の形態で具現化され得る。また、前記記憶媒体としては、Ｕ字ディ
スク、リムーバブルハードディスク、リードオンリーメモリ( ＲＯＭ，Ｒｅａｄ Ｏｎｌ
ｙ Ｍｅｍｏｒｙ )、磁気ディスク、光ディスク等のプログラムコードを記憶できる種々
の媒体を用いることができる。このように、本発明の実施形態は、ハードウェアとソフト
ウェアのいかなる組み合わせにも限定されない。
【００７７】
　従って、本発明の実施例は、本発明の実施例によるデータスケジューリング方法を実行
するように構成されたコンピュータプログラムを記憶するコンピュータ記憶媒体をさらに
提供する。
【００７８】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月11日(2020.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークデバイスに応用される電力指示方法であって、
　下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を端末デバイスに指示することを含む
　ことを特徴とする電力指示方法。
【請求項２】
　前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割
り当て情報を端末デバイスに指示する前に、前記方法は、さらに、
　無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、下りデータチャネルの第１の電力割り
当て情報を前記端末デバイスに指示することを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の電力指示方法。
【請求項３】
　前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割
り当て情報を端末デバイスに指示することは、
　下りデータスケジュール情報において、現在スケジューリングデータ伝送のみのための
下りデータチャネルに対して端末デバイスが第２の電力割り当て情報を使用するように指
示し、さらに、現在スケジューリングされる下りデータを維持し、下りデータチャネルで
第１の電力割り当て情報を使用して他の下りデータの伝送を行うことを含む
　ことを特徴とする請求項２に記載の電力指示方法。
【請求項４】
　前記下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割
り当て情報を端末デバイスに指示することは、
　下りデータスケジュール情報において、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力
割り当て情報を端末デバイスに指示することと、
　新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記端末デバイスが前記第２の電力割り当て
情報に対応する電力を保存して利用して全ての下りデータを受信するように指示すること
とを含む
　ことを特徴とする請求項２に記載の電力指示方法。
【請求項５】
　前記方法は、さらに、
　ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、前記端末デバイスに新しい電力割り当て
情報を送信することを含む
　ことを特徴とする請求項４に記載の電力指示方法。
【請求項６】
　端末デバイスに応用される電力指示方法であって、
　ネットワーク側からの下りデータスケジュール情報を受信することと、
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得することとを含む
　ことを特徴とする電力指示方法。
【請求項７】
　前記方法は、さらに、
　無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを介して、ネットワーク側により指示された下り
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データチャネルの第１の電力割り当て情報を受信することを含む
　ことを特徴とする請求項６に記載の電力指示方法。
【請求項８】
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得することは、
　下りデータスケジュール情報から、現在スケジューリングデータ伝送のみのための下り
データチャネルの第２の電力割り当て情報を取得して、第２の電力割り当て情報に示す電
力で現在スケジューリングデータ伝送の下りデータチャネルを受信することと、
現在スケジューリングされる下りデータを維持し、他の下りデータに対して前記第１の電
力割り当て情報に示す電力で受信することとを含む
　ことを特徴とする請求項７に記載の電力指示方法。
【請求項９】
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得することは、
　下りデータスケジュール情報から、全ての下りデータチャネルに対する第２の電力割り
当て情報を取得することと、
　新しい電力割り当て情報を受信するまで、前記第２の電力割り当て情報に対応する電力
で全ての下りデータを受信することとを含む
　ことを特徴とする請求項７に記載の電力指示方法。
【請求項１０】
　前記方法は、さらに、
　ＤＣＩ又はＲＲＣ再構成メッセージを介して、ネットワーク側からの新しい電力割り当
て情報を受信することを含む
　ことを特徴とする請求項９に記載の電力指示方法。
【請求項１１】
　下りデータスケジュール情報において、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を端末デバイスに指示するように構成される第１の処理ユニットを含む
　ことを特徴とするネットワークデバイス。
【請求項１２】
　前記ネットワークデバイスは、さらに、第１の通信ユニットを含み、
　前記第１の通信ユニットと前記第１の処理ユニットは、請求項２～５のいずれか１項に
記載の方法を実行するように構成される
　ことを特徴とする請求項１１に記載のネットワークデバイス。
【請求項１３】
　ネットワーク側からの下りデータスケジュール情報を受信するように構成される第２の
通信ユニットと、
　前記下りデータスケジュール情報から、下りデータチャネルに対する第２の電力割り当
て情報を取得するように構成される第２の処理ユニットとを含む
　ことを特徴とする端末デバイス。
【請求項１４】
　前記第２の通信ユニットと前記第２の処理ユニットは、請求項７～１０のいずれか１項
に記載の方法を実行するように構成される
　ことを特徴とする請求項１３に記載の端末デバイス。
【請求項１５】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法ステップを実行するコンピュータ実行可能
命令を記憶する
　ことを特徴とするコンピュータ記憶媒体。
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